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Rausu Volcano and Keramui Peninsula in Kunashiri Island 
seen from Notsuke Peninsula, eastern Hokkaido. 

（Photograph and caption by  
F u t o s h i  N A N A Y A M A  a n d  K a z u a k i  W A T A N A B E ）

野 付 半 島 か ら 見 た 国 後 島 の 羅 臼 山 と ケ ラ ム イ 崎

国
くなしりとう

後島は根室海峡に面し，野付半島から僅か 17 kmの距離しかなく，幕
末以来，日本固有の領土とされてきた．しかし第二次世界大戦後は，ソビエ
ト連邦およびロシアの実行支配下にあり，未だ返還の目処は立っていない．
この島には複数の活火山が存在しており，特に羅

ら う す さ ん

臼山（標高 888 m；写真中
央背後）は島の中央部に位置し，明治時代に 2度にわたり噴火したことが知
られている．一方，島の南西端にあるケラムイ崎（写真中央右）は野付半島
同様に明瞭な複合砂嘴の形状を示す．この間の海峡は水深 10 〜 30m以浅
と浅く，マンモスの臼歯化石が泥炭の塊と共にしばしば漁師の網によって引
き上げられており，最終氷期には湿原であったと考えられている．

（写真・文： 七山　太 1・渡辺和明 2

 /  1 産総研  地質調査総合センター 地質情報研究部門 ,   2 同  地質情報基盤センター）
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